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広島国際大学が『自校教育』 

４月から新入生対象の基礎ゼミで 
 

 
広島国際大学（秋山實利学長）は、来年度開学１５周年を迎えるのを機に、このほ

ど自校教育教材を編纂し、この４月から新入生対象の「基礎ゼミナール」の授業の中

で自校教育を始めました。「基礎ゼミナール」は今年度、１５コマのうち１コマを自

校教育に充て、３月には全教員を対象に説明会を開き、４月１１日から各学部順次授

業が進んでいます。 

歴史を学ぶ。個性を知る 

『広島国際大学読本』 

９０周年を迎える常翔学園が設置する大学として、その歴史を学び、本学の個性を

知ってもらうための自校教育教材、『広島国際大学読本』（A５判３４頁、カラー刷。

５，３５０部印刷）は、「世のため、人のため、地域のために、理論に裏づけられた

実践的技術をもち、現場で活躍できる専門職業人を育成する」という学園の建学の精

神から始まり、広島国際大学の創設の経緯とその後の発展の歴史、大学の機能と役割

などを、基礎データとともにわかりやすく解説し、「建学の意義」、「大学史」、「自校

の研究成果」を学生に理解してもらいます。 

大学を理解し、将来の職業に対する自覚促す 

学生には将来の職業、資格取得を目指し、学生生活において専門的知識・技術の修

得に注力してもらいたいと考えています。自校教育において、学園・大学の歴史、大

学の使命を伝えることにより、愛校心、帰属意識を涵養して、学生自身が本学で学ぶ

ことの意義を考え、自信を持って学修に取り組む機会を設け、技術に長けているだけ

でなく、心豊かな思いやりのある専門職業人として、将来の職業に対する自覚と誇り

を醸成してもらう計画です。 



 

 
 
 

■内容に関するお問い合わせ・取材の申し込み先 

広島国際大学 企画課（担当:末政）  ＴＥＬ：０８２３－７０－４９２２ 
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